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本報告では，後期中等教育への移行期の実業系高等学校の新入生を対象とした心理教育を，

学校心理学を専門とする現職院生が担い提案した実践と，分析及び振り返りの結果を示した。

当該高等学校の依頼により，事前の学校との協議を経て，新入生へのオリエンテーション期間

の教育活動の一環として，学年で同時刻に約 50 分の演習からなるガイダンス授業を実施した。

授業は，推進する第一ファシリテーターと，支援する第二（Co）ファシリテーターが協働し，

授業とインフォーマルな実態把握と学びの報告がなされた。その結果，移行期の新入生への，

本活動の効果的推進と共に，入学時の適応状態の実態把握の方途についての学びが得られた。 

 

 

 

1 問題と目的 

 学校生活の充実に向けた子どもの移行期の支

援は，不登校予防・学校適応など多くの側面で

重要とされている（伊藤，2022）。初等教育の

段階から，自治体が取り組む不登校予防や学校

適応の促進に向けた支援は多く実施されている

が（衛藤･西山，2022），義務教育後の学校適応

については，各学校独自で，その学校の特徴を

ふまえた取り組みを行うことが求められている。 

 こうした取り組みは，多くの場合，教育相談･

生徒指導を担う中堅教員が担当することになる。

中堅教員は，学級担任と学年･教科の主任を兼務

するなど，ミドル･リーダーとしての役割が期待

されている。若年層教員を含む学級担任等から，

課題があるとして報告された児童生徒の支援方

針を共に検討しつつ，他に課題のある児童生徒

がいないか検討するなど，教育援助を質的に維

持するという重要な役割を担っていると言える。 

加えて児童生徒支援の専門性をもつ中堅教員

は，少なくとも課題の深刻さや領域によって支

援ニーズを整理し，実践的なトリアージを行う

などして，計画的に校内外の援助資源のサポー

トを調整･活用する。また，よりよく成長するた

めの，学級単位の研修などにより，学級全体の

風土を高めることにおいても貢献が可能である。

つまり教育相談や特別支援などを務める中堅教

員は，児童生徒支援の専門性をもったミドル･リ

ーダーとして，課題を抱える児童生徒への個に

応じた支援から，全ての児童生徒の心理社会的･

学習面･進路面での成長に向けた教育活動を，主

体的に行うことが望まれている（西山，2022）。 

人間関係づくり，心理教育，移行期，ガイダンス授業，新入生オリエンテーション キーワード： 



 学校での適切な支援には，一人一人の教師の

児童生徒への関わりが重要であることに加え，

児童生徒支援の体制づくりが適切に行われてい

る必要がある。それによって，小学校・中学

校・高等学校および特別支援学校などの学校種

と，若年層教員から経験豊富なベテラン教員ま

で，多様なキャリアステージの教員に有益な児

童生徒支援の在り方が見出せるからである。 

一方で，日本における児童生徒支援には，臨

床心理士等の心理職の務める「スクールカウン

セラー」の配置が，一人の少年のいじめ自殺を

契機に導入され，学校現場に心理職という外部

性をもつ立場の専門職が非常勤で配置され，そ

のことの学校におけるインパクトを検討した論

考も数多く示されてきた（例えば，伊藤・中村，

1998）。学校における児童生徒支援で，校内外

の支援に関わる資源を充実させることが重要で

あることは言うまでもない。一方で，児童生徒

支援では，常勤職を務める教師から，教育相談

の力量を高めた者がリードする形態で，推進さ

れる教育援助活動である。これは，1950 年台に

School Counseling が導入された米国で，常勤教

育援助職として配置された School Counselor の

位置づけとも重なっている（西山，2012）。 

「チーム学校」として，児童生徒支援の在り

方に関するフレームワークが転換した近年（文

部科学省 2015），外部資源としてのスクールカ

ウンセラーやスクールソーシャルワーカーなど

の専門職は，チーム学校の一員としての役割を

担うとされている。学校において，常勤職でこ

れらを取りまとめる立場の教育相談を始めとす

るコーディネーションを担う者の位置づけの重

要性が更に増している。教育の専門性をもつ学

校の各メンバーの中にあって，教育相談コーデ

ィネーターや特別支援教育コーディネーターは，

児童生徒支援の専門性をもち，校内外のメンバ

ーの活動をコーディネートしていると言える。 

これらをふまえ本稿では，移行期の人間関係

づくりを促進させる実践を通して，児童生徒を

支援する教育相談や特別支援教育の専門性をも

つ中堅教員が推進することができる，チーム学

校における学年ワイドの支援モデルを報告する。 

2 実践研究：方法 

(1)研究の目的 

 実業系高等学校での移行期支援としての人間

関係づくりのガイダンス授業で児童生徒支援の

専門として行い，効果を検証することを目指す。 

(2)研究の方法 

①研究期間：2023 年 3 月～2023 年 4 月 

②研究対象 

 Z県内の公立実業系A高等学校第１学年 197名。 

(3)授業：4 月第 2 週の入学式から 3 日目の午前中

1 時間を実践の時間として，事前・事後の情報交

換を行うまでを一連の活動として支援を行った。 

(4)実践全体の計画 

➀事前準備 

 校長からの依頼により，Ａ高校入学後の生徒

に向け，オリエンテーション期間に心理教育を

実施してほしいとの依頼を受け，学校心理学を

学ぶ現職大学院生 8 名が担当することとなった。 

②全体計画 

 外部からの訪問授業を，以下の流れで進めた。

1)事前の打ち合わせで心理教育のニーズを把握し，

2)授業準備として授業担当者同士で内容を協議し，

3)ガイダンス授業の指導案を分担して作成共有し，

4)当日までにツール等の必要な具体的準備を行い，

5)当日に当該学校において実務的な打合せを行い，

6)担任陪席のもと，授業担当者が心理教育を行い，

7)授業担当者と学級担任や代理の方で協議を行い，

8)アンケート等の結果から，支障がないか確認し，

9)フォローアップで一連の心理教育を終えた。 

 これらの流れを学校管理職・学年団教員・授

業者担当者で確認し進行した。 

 (5)実態把握の方法 

 学校との事前の協議で，事前の調査の実施は

困難であること，限られた時間内で実施できる

簡便な内容とする必要があることを確認した。

よって実態把握については，学校から得られる

事前情報をふまえ，ファシリテーターがガイダ

ンス授業を行う間に Co ファシリテーターが中心

に行う様相観察， 授業で体験された内容を問う 5

件法の多肢選択式質問 4項目と，自由記述による

感想 1 問により実施することとした。 



(6)倫理的配慮 

 本実践では，入学直後の時期であることを考

慮し，A 高校の学級担任および学年団教員の参加

のなかで実施し，外部からの訪問者がガイダン

ス授業を行った後に，万一心理的に困難を抱え

る生徒がでた際には，適切に各種担当者に繋ぐ

ことができるよう，校内の連携状況を確認し環

境設定を行った上で実施した。また，ガイダン

ス授業の実施担当を 2 名制とし，ファシリテータ

ーの授業展開のフォローをするとともに，気に

なる状況への対応が早期に行えるよう試みた。 

また，本報告は，個人情報に配慮し，生徒個

人が特定されることがないよう配慮したうえで

行うこととして，管理職に実施の許可を得た。 

(7)実践に向けた準備 

 学校との打合せに先立ち，訪問者 9 名での協議

時にあがった活動候補は次の通りである。 

表１ 移行期支援として候補に上げられた活動 

テーマ候補 内容案 

➀コミュニケーシ

ョン：友達との上

手な付き合い方 

話の聴き方・言語(質問･繰り返し･明確

化･要約），非言語(視線･表情･姿勢･声

の調子)・アサーショントレーニング等 

②対人関係： 

新入生同士の関

係づくり 

レクリエーションを通した関係づくり（自

己紹介ミニクイズ，無言で誕生日ごとに

並ぶ，共通点ペアづくり） 

③自己理解： 

自分を知る・これ

からに生かす 

桂式エゴグラム（自分の性格･特徴を知る

ための演習）を行い，結果から自分に合っ

た行動の仕方･悩みの対処法を知る 

④ストレスマネジ

メント：新年度の

ストレスに対処 

ストレスの解消法を知り，併せてストレッ

チ等の軽い運動を行うことで,自分に合っ

たストレス解消法を選び，生活に活かす 

⑤トラブル・問題

対処：新しい環境

でのトラブル対処 

いくつかの身近な事例について，対処行

動を考える。多様性の理解や，様々な対

処行動を知りレパートリーを広げる 

(8)実践計画 

 事前協議を経て候補を挙げ実践計画を行った。 

(9)活動内容の決定 

 実践を行う報告者 9 名（授業担当者と指導教員）

の協議において，10 件の候補が挙げられ，内容

を検討し 5 件の候補となる活動に絞った(表 1)。

そのうち，実施時期･学校状況などをふまえ，参

加しやすさ･自己表現の容易さ･簡便さの 3つを方

針とした。その上で，導入として「バースデー

チェーン」，主活動として，｢リンカーン：朝ま

でそれ正解!｣を援用した活動に決定した(図 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アイスブレイクは，非言語にすることとした。

特に会話が苦手な生徒を排除することなく進め

られること，全てに等しく保有されている誕生

日という重要な日を取り上げることで，親しく

なる途上にある仲間との交流の促進ができる可

能性があること，活動ルールが簡潔であり，既

に実施経験があることなどを考慮し決定した。 

 主活動は，かつて TV 番組で紹介されていた活

動に着想を得て，簡便な内容に整理して提示す

ることとした。入学から 3 日後で，学級の関係づ

くりを優先する必要があると準備会議で確認し，

約 5 名で 1 班として，学級ごとで同じ時間帯に別

の部屋を使用して実施する活動として提案した。 

図 1 当日の訪問授業の進行計画および各活動内容 

【主活動】｢リンカーン：朝までそれ正解！｣ルール 

当日の日程 
時間 具体的な内容 
～９：００  ・〇〇〇〇高校に集合（※駐車場は宇美商の場所を利用可） 

９：００～１０：００ ・事前の打ち合わせ（学校や生徒の様子，活動について） 
 →〇〇先生より 

１０：００～１１：００ ・１０：００～各グループ（学級）に分かれて活動 
  ①はじめの言葉    
②院生の自己紹介 

  ③アイスブレイク（※【３．】で説明）    
④メインの活動（※【３．】で説明） 

  ⑤終わりの言葉 
・１０：５０～１１：００ 
  ⑥休憩 
・１１：００～１１：１０ 
  ⑦アンケート記入（生徒） 

１１：１０～ ・生徒が書いたアンケートの回収 
（※〇〇でコピーをとらせていただき，必ず持ち帰る） 

・○〇の先生方との情報共有 
（※活動を通した生徒の様子や気になったことなど） 

事後の活動 ・みんなで昼ご飯 
持ち物 ・名札，上靴（＋体育館用シューズ），バインダー，筆記用具， 

その他活動に必要なもの 
※スーツ 

 



3 実践：結果と考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)質問紙調査から 

 実践計画に基づき構成されたガイダンス授業

では，入学者全員の参加が得られた。活動後，

同日に質問紙調査を実施した(回収率：100％)。 

質問の内容は，4 項目からなる 5 件法の多肢選

択式質問と，自由記述による感想 1 問とした。 

➀授業の印象については｢とても楽しいと感じ

た｣･｢楽しいと感じた｣が 96％である一方，｢どち

らでもない・あまり楽しいと感じなかった・全

く楽しいと感じなかった｣とした 9 名には，適応

状況のフォローの必要性を学校と共有した(図 2)。 

②授業を終えた気持ちでは，｢とてもリラック

スできた･リラックスできた｣が 184 名(93％)であ

った。その他の反応の生徒 13 名の事後の適応状

況の観察が必要である旨，学校と共有した(図 3)。 

③クラスメートとの交流状況については，｢交

流がよくできた・交流ができた｣との回答が 189

名（96％）である中，｢どちらでもない・交流で

きなかった・全く交流できなかった」との回答

が 8名あり，対応が必要と言える(図 4)。 

④授業を終えて楽しく話ができそうな人が見

つかったかについては，｢話せそうな人が見つか

った・少し見つかった｣とした回答が 164 名

(83％)に対して，｢どちらでもない｣が 27 名

(14％)，｢あまり見つからなかった・全く見つか

らなかった｣とした回答が 6 名あった(図 5)。 

全体的に，心理教育のガイダンス授業として，

概ねポジティブな結果ということができるが，

学校生活への適応については，数名の気になる

反応をしている生徒の継続的なモニタリングが

求められる。実施者は，ポジティブでない回答

をした生徒に，どのようなことがそうした反応

を喚起したか，個々の生徒の理解をより多面的

な視点から検討する必要があるとの印象を得た。 

外部の支援者の尽力できる範囲が当日までに

得られた情報に基づく継続的支援の示唆までと

なる。本実践においても以後は常勤の教職員に

継続的支援を委ねることとなる。外部資源とし

てガイダンス授業の実施を終えた後の振り返り

では，必要な報告事項を常勤の学校スタッフと

共有して学校を後にした。このことは，外部か

ら単発で訪問して支援する際の必須事項である。 

図 2 授業後の質問１：ガイダンス授業の印象 

図 3 授業後の質問 2：授業時にリラックスできたか 

図 4 授業後の質問 3：授業時のクラスメートとの交流 

図 5 授業後の質問 4：授業後のクラスメートとの関係性 



 

図７ 生徒の自由記述式回答

（共起ネットワーク） 

図６  生徒の自由記述式回答 

（多次元尺度法による回答整理） 



(2)自由記述から 

当日の生徒の振り返りをテキストマイニング

（KH Coder 3：樋口，2020）により分析した(図

6・7)。その結果，以下の特徴が示された。 

まず，形式的な用語を除して多次元尺度法(図

6)に示される頻出用語による傾向から，多用され

ているのは「人･楽しい･話す」が示されていた。

このことから，人間関係作りによる他者との交

流に対しては，話すことを通しての楽しさが体

験されたことが推察される。続いて示された語

としては，｢話せる･活動･できる･クラス･機会｣ 

 

といった語であった。これらを通して，学級に

対する意識や，活動への認知においても，一定

のポジティブな印象が得られたという質問紙の

回答と合致する結果が示された。 

続いて，共起ネットワーク(図 7)でネガティブ

な用語を探すと，｢不安｣の語が挙げられ，それ

と共に｢嬉しい･人間関係づくり･活動･最初･グル

ープ｣などが共起していることから，不安を感じ

ながらも活動に参加する体験を通して，一定の

快感情を得るに至ったと推察することができる。 

次に各教室での進行に関する配慮事項を示す。 

 

 

 

 

 

図 8 各教室へのファシリテーター・Coファシリテーターの配置と役割分担および授業展開での配慮事項等 



(3) 授業時の役割分担と配慮事項・共有事項 

 大学院で教育相談や特別支援教育などの児童

生徒支援を専門的に学ぶ現職院生による心理教

育において，特徴的な役割分担が行われていた。

一次支援をふくむ学校適応支援を専門に学ぶ院

生がファシリテーターとなり，授業を進行した。

特別支援教育等を専門に学ぶ院生が Co ファシリ

テーターとなり，事前に懸念事項があるとされ

た生徒や，ファシリテーターが把握しにくい個

別の生徒の反応を観察した。Co ファシリテータ

ーは 3 名であったため，学校から選出された 2 名

の教員からも協力を得て各学級 2 名の配置とした。

両進行者が事前の打ち合わせを行い，授業に取

り組んだ(図 8)。各自が大学院での学修をふまえ，

見取りのための資料(例えば，高畑･高畑，2020)

を用いた実態把握など，視点の精緻化に努めた。 

 本実践のガイダンス授業後に，A 高等学校に報

告した学級ごとの観察の内容を以下に例示する。 

・視線が合うか確認し該当の生徒はいなかった。 

・導入で間違えた生徒が後は順調に参加できた。 

・多動･体幹の弱さが気になる生徒がいなかった。 

・人との関わりに消極的・１人でも平気・１人

が好きとされた生徒も導入の活動に入れていた。 

・声を上げて活動に積極的な生徒がいた。その

生徒の今後の周りとの関係も見守る必要がある。 

・演習中，大きく気になる生徒はいなかった。  

 (4) 授業を経た参加院生の学び 

本実践後に，把握された見取り等を学校（管

理職・学年主任・特別支援教育コーディネータ

ー・一部の学級担任）に伝えて訪問を終えた後，

8 名の現職院生は，福岡教育大学で学校心理学を

学んだ修了生のリカレント教育の場とされてい

る「FUE 学校適応研究会」において，話題提供

を行った。理論と実践の往還を標榜する教職実

践専攻の学びとして，実際の授業後の各現職院

生の学びに対する振り返りを以下に示す。 

1) 今後この学校が生徒支援で配慮する必要があ

ること・成長への取組として考えられること 

①振り返りを行うことは，今後もっと上手く授

業を進めるために，もっと児童生徒の心に落と

す内容を考えていくために欠かせないことだと

考える。その意味では，今回の担当者のほとん

どは授業以外の場でも発表に向けての意見交換

をしてきたし，その中で単に良かった点以外に

反省点と改善点も考えることができた。もしま

た同じ研修を行うことになっても１回目よりも

よいものにしていけるのではないかと思うとこ

ろまで考察を高められたことは，振り返りを行

う価値でもあることを実感することができた。 

また，振り返りを発表することは，単に振り

返りを行う以上に，自分が行った実践に対して

の説明責任を果たすことでもあることを学んだ。

頭の中で考えるだけでなく，上述のように意見

交換を行うだけでなく，他の学校でも使ってい

けるように筋道立て，やってない人・見ていな

い人でも分かるように伝えないといけないとい

うプレッシャーのようなものがあった。実践さ

せていただいた学校にとってマイナスとなるこ

とがあってはならないと考えた。プレゼンの前

後がつながるか，担当の院生と確認しながら，

自分の担当する場所に関しては自分が責任を負

わなければならないという気持ちで，実践を発

表した。このことは，例えばこれから先，今の

課題演習での研究内容の報告を在籍校で行う際

にも，報告会の時にも役に立つとも思えた。 

2) この学校で生徒支援の配慮をする必要がある

こと等として考えられること 

１点目は，今回のガイダンス授業を行った際

の見取りで共有したことを，今後生徒を見てい

く際の視点の一つにもっておくということであ

る。今回のガイダンス授業は，明確な目的をも

って行ったものであり，であるからこそ，その

過程の中で目的とあまりに違う態度をとる生徒

には，その背景をしっかり見取っておかなけれ

ばならないと考える。それは，実践中はもちろ

ん，最後のアンケートについても同じことが言

えるのではないかと考える。教職大学院修了生

のリカレント教育の場：FUE（学校適応研究会）

でも話題に上がったが，評価を全て２にしてい

たり，評価に偏りがあったりという生徒にも，

同様に注意して見る必要があると捉えている。 

２点目は，このような取組を単発ではなく，

学期ごとや，９月等の気になる月に行うなど，

継続的に行うことが有益だと考える。１度行う



だけで生徒の人間関係への効果につながること

は難しいと思われる。教師が目的をもって，取

組を積み重ねていくことで生徒のよりよい成長

へと結びついていくのではないかと考えた。 

3) 実践を通して，ガイダンス授業までの流れを

ふまえ，ふり返りまで行ったことで得た学び 

 一つ目は，ガイダンス授業までの流れを整理

でき，成果があった点や改善点が明確になった

ことに加え，アウトプットを通して各段階にお

けるポイントを再認識でき，次につなげる視点

をえることができたことがあげられる。この実

施後の活動が無ければ，個人の考えのみが感覚

として残り，他の院生のよい考えも取り入れる

ことができないまま，次に実践を行おうとした

ときに，改めて方針を考えるなど，ゼロから作

り始めることになっていたと考える。しかし，

ふり返りまでの活動があったことで，自分では

考えつかなかった他の院生のよい考えにも気づ

き，協議でのブラッシュアップを経て，一つの

提案資料として形として残すことができた。 

 二つ目は，実践例として今後も広く活用でき

るということである。今回の実践を経て，何を

大切にガイダンス授業を行ったか概要を他の先

生方にも把握してもらうことができる。大切な

ポイントを押さえて，改善してもらうことで，

他の高校でも今後汎化されるものができていく

ように感じる。またこのような資料があること

で，｢やってみよう｣と感じてもらえると考える。 

4) 実践準備・実施・振り返りと発表で得た学び 

 自分たちが実践したことの振り返りを具体的

にすることができた。一方で，実際に話した内

容とはずれている人がいたと思うが，そうやっ

て記憶が多少ずれていくことも実感した。であ

るからこそ，振り返りをすることで目的に合致

した教育活動となるようにすることが大切だと

感じた。また，発表したことで同じような高校

での課題を，各発達段階ではどのような実践が

できるのかを考えるきっかけになったと感じた。 

自身に必要なこととして，継続的なソーシャ

ルスキルを学ぶ必要があると感じた。また特別

支援教育の推進の重要性を実感した。近隣校

（中学校）との連携も必要ではないかと考えた。 

また合理的配慮については生徒･教師が｢心の

バリアフリーノート(文部科学省，2019)｣などを

活用しながら実践する必要性も感じた。生徒が，

自分も友達も先生も困ったことはあり，それぞ

れが助け合う視点を再確認してもよいと考える。 

5) 実践からの学び 

表にまとめて振り返ることで，どの部分に力

を入れていて，どの部分が十分でないのかを確

認することができた。また，ペアで交流するこ

とで俯瞰した視点からの助言が得られ，今後の

自身の在籍校での取組の改善に生かせそうな点

が多く見出された。多くある課題の中で，自分

が注目している部分と他の院生が注目する部分

が異なることを実感した点でも交流をしたこと

が，よい学びの機会になった。 

特に「準備」にあたる部分に弱さがある，と

感じた。例えば研修歴では，個々の研修歴の把

握ができていないのと同じく，学校で実施され

る研修歴（主に内容）の履歴がなく，「この時

期に教育相談に関する研修をすると効果的」

「児童理解研修はもっと早い時期がよいのでは」

といった反省ができていないことに気付いた。 

学校行事や時期などで表出してきそうな児童

の課題に備えることは，今後配慮していかなく

てはならない部分であると感じた。地域への取

組の発信や相談経路の周知も十分でないと気付

いた。研修歴だけでなく，一つひとつの取組の

縦のつながりだけでなく，学校だよりの発行日

や地域との会議の予定など，横のつながりも意

識した年間計画を立てることができれば，｢この

時期の学校だよりで相談経路を家庭に伝えると

安心感を与えられそう｣｢この取り組みは地域に

も知っていただきたいから，ここで発信しよう｣

といったような見通しを持ち，学校の様々な組

織が連動して動くことができ，学校としての成

長につながるのではないか，と考えた。 

6) 授業を経た学びの集約 

 院生達の学びを集約し，重要事項や今後に向

けた改善事項として，以下の５点があげられた。 

① フィードバックを通して上がった児童生徒を，

今後も継続してみていく必要性があるという

こと（特にアンケート結果で緊急性のあるも



のがあれば，重点的に対応すること） 

② 1 つの心理教育等の授業が他の場面でも同じよ

うにできるものであるとは考えずに，実態に

合わせて改善していく必要性があること 

③ 今回の取組だけで「改善した，よくなった」

とは思わずに，児童の実態や各時期や行事に

合わせたプログラムを今後も組み，人間関係

づくりだけでなく他の面でも生徒のスキルア

ップを継続的に図っていくこと 

④ できればアンケートを統一したものにして，

結果の変容から生徒の変化を捉えていく必要

があること 

⑤ こういった取組を積極的に行ってもらえるよ

うな研修体制やフォローアップ体制をつくり

上げ，汎化できるようにしていくこと 

総じて，参加した現職院生は，学びを自身の

実践現場に活用することや，体験を汎化するこ

とを実践を通じて学ぶことができたと言える。 

4 総合考察 

本報告では，公立実業系高等学校への新入学

者のオリエンテーションの一環として行われた

心理教育のガイダンス授業の内容とその結果を

集約した。9 名の筆者全員で，事前の聞き取り項

目を検討し，それをもとに実践計画を検討し，

第 2～9 筆者で実施をして事後に印象を記述し，

9 名全員で質問紙調査結果の検討を行った。調査

結果の集約については，第 2 筆者がローデータを

記述統計とテキストマイニングに示し，9 名全員

での協議に向け共有し，後の研修会で話題提供

を行った。第 1 筆者は，これらをファシリテート

し，実践報告として本資料全体の集約を行った。 

生徒の振り返りでは概ねポジティブな反応が

確認された。気になる生徒への対応は，常勤の

先生につなぎ，専門職の方との連携も想定しな

がら様相観察を続けることが求められ，枠組は，

校内外の資源を有効活用したモデルと言える。 

 こうした取組自体は，担当者が常勤で実践す

ることができるならば，それが好ましく，そう

した実践の専門性を高める力量自体が役職とし

ての研修に含まれているという国や地域もあり

（ASCA，2012･2019），子どもの成長に向けた

変容という成果を問う動きもある（ ASCA, 

2022）。働き方改革をはじめとする取組がなさ

れるなか，教員の専門的力量の明確化と研修は，

学校状況等を考慮しさらに検討する必要がある。 
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